
資料6－4

芦田川総合水系環境整備事業



【様式-1】 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 芦
あし

田川
だ が わ

総合水系環境整備事業 

実施箇所 芦田川直轄管理区間 

当該基準 ・再評価実施後一定期間（3 年）が経過している事業 

・社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要性が生じた事業 

（整備箇所の追加） 

事業諸元 【水環境】 

① 芦田川下流水環境整備 

①-1 瀬戸川
せ と が わ

合流部植生浄化 [H17～H23] 

植生浄化整備 

①-2 芦田川下流部植生浄化 [H25～（実施中）] 

 掘削工、植生浄化整備 

⑤ 曝
ばっ

気
き

循 環
じゅんかん

施設
し せ つ

（八
はっ

田原
た ば ら

ダム貯水池）[H20～H23（完了）]※    

    曝気循環施設 

【自然再生】 

② 芦田川自然再生 

②-1 芦田川河口堰 [H11～H12] 

  堰の段差解消等 

②-2 芦田川中上流部 [計画中] 

堰の段差解消、既設魚道の有効活用等 

【水辺整備】 

③ 新市
しんいち

箇所水辺整備 [計画中] 

 護岸、坂路等 

④ 千代田
ち よ だ

箇所水辺整備 [計画中：整備箇所の追加] 

（国）護岸、高水敷整正、管理用通路等  

（市）多目的広場整備 

※⑤はフォローアップ対象であり、費用及び便益を全体事業の B/C に計上 

事業期間 平成 11 年度～平成 38 年度 

総事業費 

3６.3億円（うち国整備分３４.

３億円、市整備分 2.０億円（参

考）） 

残事業費 

1５.4 億円（うち国整備分 1３.

４億円、市整備分 2.０億円（参

考）） 

目的・必要性 芦田川は、広島県三原市大和
だ い わ

町蔵宗
くらむね

を源に発し、世羅
せ ら

台地を貫流し府中
ふちゅう

市を経て

高屋
た か や

川等を合わせ、神辺
かんなべ

平野を流下し瀬戸内海の備後灘
び ん ご な だ

に注ぐ一級河川である。 

昭和５６年６月に芦田川河口堰が、平成１０年３月に八
はっ

田原
た ば ら

ダムが完成し、芦田

川の河川水は、農業用水、水道用水、工業用水として広く利用されており、地域の

生活、農業、産業の基盤を支えている。 

一方、芦田川の水質は、下水道整備等の進捗により改善されており、概ね環境基

準を達成しているが、河口堰湛
たん

水
すい

区間では、依然として夏季にアオコの発生が見ら

れるなど、河川の景観や河川利用に影響を及ぼしている。 

また、落差の大きい堰などの横断工作物があり、回遊魚の魚類の遡上降下の妨げ

となっている。 

河川敷には、親水公園や多目的広場等が整備されており、日頃の散策やスポーツ

等に利用されている箇所もあるが、樹木の繁茂する等により、水辺へ近づくことが

できず、安全な水辺利用ができない箇所がある。 

河口堰湛水区間では、水面を利用したボート競技や近隣住民の散策で利用されて

いるが、河川敷や水辺の整備がされていないため、安全にスポーツを楽しむことが

できない箇所がある。 

以上の状況により、水環境・自然再生・水辺整備を行う必要がある。 
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【様式-1】 

目的・必要性 

 

 

 

【水環境】 

《芦田川下流水環境整備（芦田川下流部植生浄化）》 

・芦田川下流部では、生活雑排水等の流入により水質が悪く、リン濃度が高いこと

から、芦田川河口堰湛水域ではアオコの発生が見られる。 

・そのため、ヨシや水草等の生育する自然河岸帯を創出し、水生生物等の生活環境

の向上も兼ね、自然浄化機能による水質改善を図る。 

【自然再生】 

《芦田川自然再生（芦田川中上流部）》 

・芦田川中上流部の堰などの一部では、落差が大きく魚の遡上ができない状況にあ

る。 

・そのため、落差が大きい堰などに魚類が遡上できる魚道の整備を行い、芦田川の

生態系を保全する。 

【水辺整備】 

《新市
しんいち

箇所水辺整備》 

・新市箇所では、河川敷に多目的広場が整備され、地域住民のレクリエーションや、

散策の場として利用されているが、現状では樹木が繁茂し、坂路や階段がなく、

水辺に近づきにくい場所がある 

・そのため、水辺に近づきやすく、安全に水辺が利用できるよう、護岸、坂路等の

整備を行う。 

《千代田
ち よ だ

箇所水辺整備》 

・千代田箇所の川沿いは、坂路や階段が少なく、近隣住民の散策等の場としての利

用に限られており、高水敷や水辺の整備がされていないため、安全にスポーツ等

を楽しむことができない。 

・そのため、安全にスポーツ等を楽しむことができるよう、河川管理用通路や高水

敷・親水施設の整備を行う。 

便益の主な根拠 【水環境】 

《芦田川下流水環境整備》ＣＶＭ 

全体事業：支払意思額(WTP)＝ 297 円/月/世帯、受益世帯数  149,416 世帯

《曝気循環施設》ＣＶＭ 

全体事業：支払意思額(WTP)＝ 234 円/月/世帯、受益世帯数   14,512 世帯

【自然再生】 

《芦田川自然再生》ＣＶＭ 

全体事業：支払意思額(WTP)＝ 237 円/月/世帯、受益世帯数    53,626 世帯

【水辺整備】 

《新市箇所水辺整備》CVM 

全体事業：支払意思額(WTP)＝ 288 円/月/世帯、受益世帯数   16,383 世帯

《千代田箇所水辺整備》CVM 

全体事業：支払意思額(WTP)＝ 243 円/月/世帯、受益世帯数   91,710 世帯
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【様式-1】 

事業全体の 

投資効率性 

基準年度 平成 29 年度 

 B:総便益 

(億円) 

C:総費用

(億円) 

B/C B-C 

(億円) 

EIRR

(%) 

全体事業 総合水系環境整備事業 220.3 47.6 4.6  172.7 11.9

【水環境】 133.3 27.8 4.8  105.5 15.7

【自然再生】 24.9 13.0 1.9  11.9 5.8

【水辺整備】 62.2 6.8 9.1  55.3 51.7

残事業 総合水系環境整備事業 97.5 13.1 7.4 84.4 39.4

【水環境】 31.5 5.5 5.7 26.0 25.9

【自然再生】 3.9 0.8 4.7  3.1 19.0

【水辺整備】 62.2 6.8 9.1  55.3 51.7

感度分析  残事業（Ｂ/Ｃ） 全体事業（Ｂ/Ｃ） 

残事業費（＋10％～－10％） 6.8～8.2 4.5～4.7 

残工期（＋10％～－10％） 7.3～7.5 4.5～4.7 

便益（＋10％～－10％） 8.2～6.7 5.1～4.2 

事業の効果等 【水環境】 

《芦田川下流水環境整備（芦田川下流部植生浄化）》 

・ヨシや水草等の生育する植生河岸帯を整備し、動植物の生息・生育・繁殖の場を

創出するとともに、汚濁沈殿や窒素・リンの吸収による負荷削減等、自然浄化機

能を向上させ、芦田川下流域の水質改善を図る。 

・芦田川下流水環境整備（瀬戸川合流部植生浄化）は平成 23 年度に整備が完了し、

水質の浄化効果が得られている。 

【自然再生】 

《芦田川自然再生（芦田川中上流部）》 

・落差が大きい堰など、回遊魚が上下流に移動しやすくなるよう、魚道の整備を行

う。 

・芦田川河口堰では、平成 12 年度に魚道の設置が完了し、ウナギ、アユなどの回

遊魚や、モクズガ二などの回遊性動物が移動（遡上）している。 

【水辺整備】 

《新市
しんいち

箇所水辺整備》 

・水辺に近づきやすく、安全に水辺が利用できるよう、親水護岸や坂路等の水辺整

備を行う。 

《千代田
ち よ だ

箇所水辺整備》 

・高水敷や水辺に近づきやすく、安全に利用できるよう、河川管理用通路や親水護

岸等の水辺整備を行う。 

社会情勢等の 

変化 

・芦田川沿川の福山市、府中市の人口・帯数について、大きな変化はみられない。

・福山市の競馬場跡地に総合体育館の建替え計画があり、「かわ」と「まち」が一

体となった賑わいのある水辺環境を創出することを目的とした「千代田地区かわ

まちづくり計画」の策定を予定している。 

- 3 -



【様式-1】 

事業の進捗状況 ・水環境整備事業は、瀬戸川合流部、芦田川下流部で芦田川下流水環境整備を実施

しており、うち瀬戸川合流部と芦田川下流部（草戸地区）の一部で事業が完了し

ている。八田原ダム曝気循環施設は、平成 23 年度に事業が完了している。 

・自然再生事業は、芦田川河口堰、芦田川中上流部で魚道整備を実施しており、う

ち芦田川河口堰が平成 12 年度に事業が完了している。 

・水辺整備事業は、新市箇所、千代田箇所で計画しており、うち千代田箇所（追加

整備箇所）では、平成 28 年 11 月に「あしだがわ利用推進委員会」（事務局：福

山市）が設置され、「千代田地区かわまちづくり計画」による整備を検討してい

る。 

事業の進捗の 

見込み 

【水環境】 

《芦田川下流水環境整備（芦田川下流部植生浄化）》 

・瀬戸川合流部と芦田川下流部（草戸地区）の一部で事業が完了し、事業の効果を

確認するためのモニタリング調査を実施しており、今後事業を進捗する上で支障

はない。 

【自然再生】 

《芦田川自然再生（芦田川中上流部）》 

・回遊魚の遡上環境の改善に対する地元住民からの要望があり、今後事業を進捗す

る上で支障はない。 

【水辺整備】 

《新市
しんいち

箇所水辺整備》 

・新市箇所の水辺整備に対する地元住民からの要望があり、地元住民・市教育委員

会・市民団体等の意見を取り入れながら、事業を進めていくこととしており、今

後事業進捗する上で支障はない。 

《千代田
ち よ だ

箇所水辺整備》 

・福山市が登録予定の「千代田地区かわまちづくり計画」に基づき、地元住民・福

山市・市民団体等の意見を取り入れながら、事業を進めていくこととしており、

今後事業進捗する上で支障はない。 

コスト縮減や 

代替案立案の 

可能性 

・河道の掘削土を盛土等へ流用することによりコストの縮減を図る。 

・整備後の除草作業、清掃及びヨシの刈り取りなどは、地元住民等と協力体制を 

確立することによりコストの縮減を図る。 

対応方針（案） 継続 

対応方針理由 ・以上より、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、事業継続が妥当で
ある。 

・今後の事業の実施にあたっては、地域住民等との協力体制を確立するとともに、コス

ト縮減に取り組み、効率的かつ効果的な事業の執行に努める。 

その他 － 
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事
業

再
評
価
説
明
の
進
め
方

１
．
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

２
．
芦
田
川
流
域
の
概
要
と
河
川
環
境
に
関
す
る
現
状
と
課
題
・
目
標

３
．
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業
（
全
体
）
の
事
業
箇
所
と
内
容

４
．
個
別
事
業
の
必
要
性
、
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み

５
．
費
用
対
効
果
分
析
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１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

・
芦

田
川

沿
川

の
福

山
市

、
府

中
市

等
の

人
口

、
世

帯
数

に
つ

い
て

、
大

き
な

変
化

は
み

ら
れ

な
い

。
・

福
山

市
の

競
馬

場
跡

地
に

総
合

体
育

館
の

建
替

え
計

画
が

あ
り

、
「

か
わ

」
と

「
ま

ち
」

が
一

体
と

な
っ

た
賑

わ
い

の
あ

る
水

辺
環

境
を

創
出

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

「
千

代
田

地
区

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
」

の
策

定
を

予
定

し
て

い
る

。

・
芦

田
川

で
は

、
芦

田
川

下
流

の
水

環
境

整
備

事
業

、
自

然
再

生
事

業
、

新
市

箇
所

･
千

代
田

箇
所

の
水

辺
整

備
事

業
を

進
め

て
い

る
。

《
芦

田
川

下
流

水
環

境
整

備
（

芦
田

川
下

流
部

植
生

浄
化

）
》

・
瀬

戸
川

合
流

部
と

芦
田

川
下

流
部

（
草

戸
地

区
）

の
一

部
で

事
業

が
完

了
し

、
事

業
の

効
果

を
確

認
す

る
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
実
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し
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お

り
、

今
後

事
業

を
進
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す

る
上

で
支

障
は

な
い

。
《

芦
田

川
自

然
再

生
（

芦
田

川
中

上
流

部
）

》
・

回
遊

魚
の

遡
上

環
境

の
改

善
に

対
す

る
地

元
住

民
か

ら
の

意
見

も
あ

り
、

今
後

事
業

を
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。
《

新
市

箇
所

水
辺

整
備

》
・

新
市

箇
所

の
水

辺
整

備
に

対
す

る
地

元
住

民
か

ら
の

要
望

も
あ

り
、

地
元

住
民

・
市

教
育

委
員

会
・

市
民

団
体

等
の

意
見

を
取
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入

れ
な

が
ら

、
事

業
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

お
り

、
今

後
事

業
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。
《

千
代

田
箇

所
水

辺
整

備
》

・
福

山
市

が
登

録
予

定
の

「
千

代
田

地
区

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
」

に
基

づ
き

、
地

元
住

民
・

福
山

市
・

市
民
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意
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取
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こ
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お
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１
．

再
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の
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２
）

事
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資
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果

３
）

事
業
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進

捗
状

況

・
費
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便

益
比

全
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業
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B

／
C

）
４

．
６
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B
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）

７
．
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・
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ち
芦

田
川

河
口

堰
が

平
成

1
2

年
度

に
事

業
が

完
了

し
て

い
る

。
・

水
辺

整
備

事
業

は
、

新
市

箇
所

、
千

代
田

箇
所

で
計

画
し

て
お

り
、

う
ち

千
代

田
箇

所
（

追
加

整
備

箇
所

）
で

は
、

平
成

2
8

年
1

1
月

に
「

あ
し

だ
が

わ
利

用
推

進
委

員
会

」
（

事
務

局
：

福
山

市
）

が
設

置
さ

れ
、

「
千

代
田

地
区

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
」

に
よ

る
整

備
を

予
定

し
て

い
る

。

１
．
今
後
の
対
応
方

針
（
原
案
）

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

の
視

点

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

の
可

能
性

・
河

道
の

掘
削

土
を

盛
土

等
へ

流
用

す
る

こ
と

に
よ

り
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
る

。
・

整
備

後
の

除
草

作
業

、
清

掃
及

び
ヨ

シ
の

刈
り

取
り

な
ど

は
、

地
元

住
民

等
と

協
力

体
制

を
確

立
す

る
こ

と
に

よ
り

コ
ス

ト
の

縮
減

を
図

る
。

○
以

上
よ

り
、

事
業

の
必

要
性

、
重

要
性

は
変

わ
ら

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
事

業
継

続
が

妥
当

で
あ

る
。

○
今

後
の

事
業

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

住
民

等
と

の
協

力
体

制
を

確
立

す
る

と
と

も
に

、
コ

ス
ト

縮
減

に
取

り
組

み
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
事

業
の

執
行

に
努

め
る

。

２
．

県
へ

の
意

見
照

会
結

果

・
広

島
県

知
事

の
意

見
：

対
応

方
針

（
原

案
）

に
つ

い
て

、
異

存
は

あ
り

ま
せ

ん
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】
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２
．
芦
田
川
の
概
要

【
芦

田
川

の
諸

元
】

流
域

面
積

：
8

6
0

k
m

2

幹
川

流
路

延
長

：
8

6
k
m

流
域

内
人

口
：

約
2

6
.8

万
人

凡
例

基
準
地
点

主
要
地
点

既
設
ダ
ム

流
域
界

県
界

市
町
村
界

（
･）

（
･）

・
芦

田
川

は
、

広
島

県
三

原
市

大
和

町
蔵

宗
を

源
に

発
し

、
世

羅
台

地
を

貫
流

し
府

中
市

を
経

て
高

屋
川

等
を

合
わ

せ
、

神
辺

平
野

を
流

下
し

瀬
戸

内

海
の

備
後

灘
に

注
ぐ

一
級

河
川

で
あ

る
。

・
昭

和
５

６
年

６
月

に
芦

田
川

河
口

堰
が

、
平

成
１

０
年

３
月

に
八

田
原

ダ
ム

が
完

成
し

、
芦

田
川

の
河

川
水

は
、

農
業

用
水

、
水

道
用

水
、

工
業

用

水
と

し
て

広
く

利
用

さ
れ

て
お

り
、

地
域

の
生

活
、

農
業

、
産

業
の

基
盤

を
支

え
て

い
る

。

だ
い
わ

く
ら
む
ね

せ
ら

ふ
ち
ゅ
う

た
か
や

か
ん
な
べ

び
ん

ご
な
だ

は
っ
た
ば
ら

●
府

中
市

役
所

●
旧

新
市

町
役

場
●

旧
神

辺
町

役
場

●
福

山
市

役
所
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0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

1
0.

0

H
1

H
3

H
5

H
7

H
9

H
11

H
13

H
15

H
17

H
19

H
21

H
23

H
25

H
27

BOD75％値(mg/L)

中
津
原
（
環
境
基
準
A
類
型
）

山
手
橋
（
環
境
基
準
A
類
型
）

小
水
呑
橋
（
環
境
基
準
B
類
型
）

２
．
芦

田
川

の
河

川
環

境
に
関

す
る
現

状
と
課

題 小
水
呑
橋

●

●
山

手
橋

●
中

津
原

①
芦

田
川

の
水

質
は

、
関

係
機

関
の

取
組

み
に

よ
り

改
善

さ
れ

て
お

り
、

平
成

2
7

年
、

2
8

年
は

概
ね

環
境

基
準

を
達

成
し

て
い

る
が

、
河

口
堰

湛
水

区
間

で
は

、
依

然
と

し
て

夏
季

に
ア

オ
コ

の
発

生
が

見
ら

れ
る

な
ど

、
河

川
の

景
観

や
河

川
利

用
に

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
。

②
河

口
堰

湛
水

区
間

で
は

、
水

面
を

利
用

し
た

ボ
ー

ト
競

技
や

近
隣

住
民

の
散

策
で

利
用

さ
れ

て
い

る
が

、
河

川
敷

や
水

辺
の

整
備

が
さ

れ
て

い
な

い

た
め

、
安

全
に

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
な

い
。

③
河

川
敷

に
は

、
親

水
公

園
や

多
目

的
広

場
等

が
整

備
さ

れ
て

お
り

、
日

頃
の

散
策

や
ス

ポ
ー

ツ
、

環
境

学
習

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
箇

所
も

あ
る

が
、

樹
木

が
繁

茂
す

る
等

に
よ

り
、

水
辺

へ
近

づ
く

こ
と

が
で

き
ず

、
安

全
な

水
辺

利
用

が
で

き
な

い
箇

所
が

あ
る

。

④
落

差
の

大
き

い
堰

な
ど

の
横

断
工

作
物

が
あ

り
、

回
遊

魚
の

魚
類

の
遡

上
の

妨
げ

と
な

っ
て

い
る

。

②
ボ
ー
ト
競
技
に
よ
る
水
面
利
用

③
環

境
学

習
等

で
利

用
（
草
戸

箇
所
）

②
水
面
に
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
護
岸

④
遡
上
降
下
を
妨
げ
て
い
る
横
断
構
造
物

③
環

境
学

習
等

で
利

用
（
府
中

箇
所
）

①
B
O
D
７
５
％
値
の
経
年
変
化

環
境

基
準

A
類

型
（
2
m
g/
L
以

下
）

環
境

基
準

B
類

型
（
3
m
g/
L
以

下
）

③
段
差
が
あ
り
水
辺
に
近
づ
き
に
く
い

た
ん
す
い

※
B

O
D
（
生

物
化

学
的

酸
素

要
求

量
）
：
水

の
汚

染
を
示

す
指

標
の

ひ
と
つ

H
2
8
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２
．
芦

田
川

の
河

川
環

境
に
関

す
る
目

標

○
河
川
環
境
に
関
す
る
目
標
（
芦
田
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
国
管
理
区
間
）
抜
粋
）

―
ふ

る
さ
と
の

豊
か

な
自

然
と
歴

史
を
は

ぐ
く
む
芦

田
川

に
―

利
用
し
や
す
い
河
川
空
間
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
川
ら
し
い
自
然
環
境
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

―
人
々
が
集
い
、
水
に
ふ
れ
、
親
し
め
る
芦
田
川
に
―

魚
類
の
へ
い
死
や
異
臭
の
発
生
、
ア
オ
コ
等
の
藻
類
の
異
常
発
生
等
に
よ
っ
て
、
施
設
管
理
や

空
間
利
用
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
、
良
好
な
水
環
境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
水
質
に
関
す
る
目
標

1)
自

然
環
境
の
保
全

2)
 
快
適
に
利
用
で
き
る
河
川
空
間
の
整
備
・
保
全

3)
 
環
境
学
習
の
場
と
し
て
の
利
便
性
・
快
適
性
の
向
上

- 10 -



３
．
総

合
水
系
環
境
整
備
事
業
（
全
体
）
の
事
業
箇
所
と
内
容

事
業

費
合

計
3

,6
3

2
百

万
円

N
o
.

事
業
名

市
事
業
年
度

事
業
内
容

事
業
費

(
百
万
円
)

評
価
手
法

ア
ン
ケ
ー

ト
実

施
年
度

水
環
境

芦
田
川
下
流
水
環
境
整
備

（
瀬
戸
川
合
流
部
植
生
浄
化
）

福
山
市

H
1
7
～
H
2
3

植
生
浄
化
整
備

9
7
0

Ｃ
Ｖ
Ｍ

注
1

H
2
6

水
環
境

芦
田
川
下
流
水
環
境
整
備

（
芦
田
川
下
流
部
植
生
浄
化
）

福
山
市

H
2
5
～

(
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
中
)

掘
削
工
、
植
生
浄
化
整
備

9
2
1

自
然
再
生

芦
田
川
自
然
再
生
（
芦
田
川
河
口
堰
）

福
山
市

H
1
1
～
H
1
2

堰
の
段
差
解
消
等

5
4
9

Ｃ
Ｖ
Ｍ

注
2

H
2
9

自
然
再
生

芦
田
川
自
然
再
生
（
芦
田
川
中
上
流
部
）

福
山
市

府
中
市

（
計
画
中
）

堰
の
段
差
解
消
、

既
設
魚
道
の
有
効
活
用
等

1
0
0

水
辺
整
備

新
市
箇
所
水
辺
整
備

福
山
市

（
計
画
中
）

護
岸
、
坂
路
等

3
6
3

Ｃ
Ｖ
Ｍ

H
2
9

水
辺
整
備

千
代
田
箇
所
水
辺
整
備

福
山
市

（
計
画
中
）

(
国
)
護
岸
、
高
水
敷
整
正
、

管
理
用
通
路
等

4
6
6

Ｃ
Ｖ
Ｍ

H
2
9

(
市
)
多
目
的
広
場
整
備

水
環
境

曝
気
循
環
施
設
（
八
田
原
ダ
ム
貯
水
池
）

世
羅
町

H
2
0
～
H
2
3

曝
気
施
設
整
備

2
6
4

Ｃ
Ｖ
Ｍ

完
了

➀
－
１

➀
－
２

②
－
１

②
－
２

３ ４ ５

（
整
備
箇
所
の
追
加
）

⑤
曝
気
循
環
施
設
（八

田
原
ダ
ム
貯
水
池
）

②
-2
芦
田
川
自
然
再
生

（
芦

田
川

中
上

流
部

）

②
-2
芦
田
川
自
然
再
生

（
芦

田
川

中
上

流
部

）

③
新
市
箇
所
水
辺
整
備

①
-2
芦
田
川
下
流
水
環
境
整
備

（
芦

田
川

下
流

部
植

生
浄
化

）

①
-1
芦
田
川
下
流
水
環
境
整
備

（
瀬

戸
川

合
流

部
植

生
浄
化

）

②
-1
芦
田
川
自
然
再
生

（
芦

田
川

河
口

堰
）

基
準
地
点

主
要
地
点

既
設
ダ
ム

流
域
界

県
界

市
町
村
界

（
･）

（
･）

④
千
代
田
箇
所
水
辺
整
備

凡
例

緑
：
計

画
中

赤
：
実

施
中

黒
：
完

了

注
1
：
①
-
1
、
①
-
2
は
、
複
合
的
に
効
果
を
発
現
す
る
こ
と
か
ら
、
一
括
で
経
済
評
価
を
実
施
。

注
2
：
②

-
1
、
②

-
2
は

、
複

合
的

に
効

果
を
発

現
す
る
こ
と
か

ら
、

一
括
で
経
済
評
価
を
実
施
。
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0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

1
0.

0

H
1

H
3

H
5

H
7

H
9

H
11

H
13

H
15

H
17

H
19

H
21

H
23

H
25

H
27

BOD75％値(mg/L)

中
津
原
（
環
境
基
準
A
類
型
）

山
手
橋
（
環
境
基
準
A
類
型
）

小
水
呑
橋
（
環
境
基
準
B
類
型
）

４
．
個
別
事
業
の
必

要
性
（
①
芦
田
川
下
流
水
環
境
整
備
）

①
芦

田
川

は
中

国
地

方
整

備
局

管
内

で
も

水
質

が
悪

く
、

魚
類

の
斃

死
・

異
臭

が
み

ら
れ

、
芦

田
川

下
流

域
で

は
ア

オ
コ

が
発

生
す

る
な

ど
、

水
質

に
起

因
す

る
生

活
環

境
の

悪
化

が
見

ら
れ

た
。

②
平

成
8

年
2

月
に

「
清

流
ル

ネ
ッ

サ
ン

ス
計

画
」

を
策

定
し

、
下

水
道

の
整

備
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
水

質
改

善
対

策
を

実
施

し
て

き
た

。
国

土
交

通
省

で
も

、
高

屋
川

浄
化

施
設

や
植

生
浄

化
に

よ
り

、
水

質
改

善
対

策
を

実
施

し
て

き
た

。
③

近
年

、
水

質
は

改
善

さ
れ

て
き

て
い

る
が

、
夏

季
に

は
芦

田
川

下
流

域
で

依
然

と
し

て
ア

オ
コ

の
発

生
が

み
ら

れ
る

。
④

平
成

2
9

年
3

月
に

策
定

し
た

「
芦

田
川

水
環

境
改

善
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」

に
基

づ
き

、
今

後
も

、
関

係
機

関
や

地
域

住
民

と
役

割
分

担
し

、
事

業
実

施
を

行
う

。

①
芦

田
川

の
水

質
悪

化
状

況

魚
の

へ
い

死
(
H
5.
5)

ア
オ

コ
の

発
生

状
況

(
H
6
.
8
)

②
芦
田
川
の
水
質
改
善
対
策
の
枠
組
み
（
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）

環 境 基 準 の 達 成

具 体 的 な 行 動 計 画

水
環

境
改

善
施

策
の

３
本

柱

・
広

島
県

、
岡

山
県

・
関

係
市

町

・
関

係
市

町
・

流
域

住
民

・
国

土
交

通
省

・
広

島
県

最 終 目 標

河
川

事
業

に
お

け
る

水
環

境
改

善
施

策

市
民

、
事
業

者
、
環

境
団
体

、

研
究

者
、
行

政
等
が

連
携
し

、
設
立

河
川

事
業

下
水

道
事

業

河
川

浄
化

対
策

河
口

堰
貯

水
池

対
策

親
水

空
間

整
備

芦
田

川
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
セ

ン
タ

ー

流
域

対
策

支 援

③
芦

田
川

の
水

質
（
B
O
D
7
5
％

値
）
の
現

状

高
屋

川
河

川
浄

化
施

設

植
生

浄
化

（
瀬

戸
川

合
流

部
）

ア
オ
コ
の
発
生
状
況
(
H
2
7
.
8
)

環
境
基
準
A
類
型
（
2
m
g/
L
以
下
）

環
境
基
準
B
類
型
（
3
m
g/
L
以
下
）

高
屋
川
河
川
浄
化
施
設

植
生
浄
化
（
瀬
戸
川
合
流
部
）

④
地
域
と
協
働
し
た
取
り
組
み
（
啓
発
活
動
な
ど
）

植
生
浄
化

を
活
用
し

た
環
境

学
習

見
る
視
る

館
で
の
総

合
学
習

「
川
の
健

康
診
断
」

の
実
施

状
況

「
芦
田
川

水
辺
の
学

び
舎
」

の
実
施
状

況

※
B
O
D
（
生
物

化
学
的

酸
素
要

求
量
：
水

の
汚
染

を
示
す
指

標
の
ひ

と
つ

H
2
8
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【
芦

田
川

下
流

水
環

境
整

備
の

効
果

】

４
．
個
別
事
業
の
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み
（
①
芦

田
川
下
流
水
環
境
整
備
）

①
－

1
芦

田
川

下
流

水
環

境
整

備
（

瀬
戸

川
合

流
部

植
生

浄
化

）
（

H
1

7
～

H
2

3
）

①
－

2
芦

田
川

下
流

水
環

境
整

備
（

芦
田

川
下

流
部

植
生

浄
化

）
（

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

中
）

整
備

目
的

：
ヨ

シ
や

水
草

等
の

生
育

す
る

植
生

河
岸

帯
を

創
出

し
、

水
生

生
物

等
の

生
息

環
境

向
上

も
兼

ね
、

自
然

浄
化

機
能

に
よ

る
水

質
改

善
を

図
る

。
整

備
内

容
：

掘
削

工
、

植
生

浄
化

整
備

事
業

進
捗

の
見

込
み

：
瀬

戸
川

合
流

部
と

芦
田

川
下

流
部

（
草

戸
地

区
）

の
一

部
で

事
業

が
完

了
し

、
事

業
の

効
果

を
確

認
す

る
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
実

施
し

て
お

り
、

今
後

事
業

を
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。

【
整

備
後

】

芦
田
川
下
流
部

整
備
前
の
状
況

瀬
戸
川
合
流
部

整
備
後
の
状
況

芦
田
川
下
流
部

整
備
後
の
状
況

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

・
植

生
に

よ
る

窒
素

、
リ

ン
の

吸
着

に
よ

り
、

水
質

浄
化

効
果

が
得

ら
れ

て
い

る
。

・
汚

濁
物

質
の

沈
殿

や
、

植
物

に
付

着
す

る
微

生
物

等
の

分
解

に
よ

り
、

河
川

中
の

汚
濁

物
質

が
除

去
さ

れ
て

い
る

。

【
整

備
前

】

瀬
戸
川
合
流
部

整
備
前
の
状
況

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸①
－

１
完

成

【
整

備
後

】

【
整

備
前

】
①

－
２
実

施
中
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４
．
個
別
事
業
の
必

要
性
（
②
芦
田
川
自
然
再
生
）

①
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

等
よ

り
、

芦
田

川
で

は
ウ

ナ
ギ

や
ア

ユ
等

の
回

遊
魚

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
②

地
域

住
民

か
ら

は
、

魚
類

等
の

遡
上

環
境

の
改

善
に

対
す

る
意

見
も

寄
せ

ら
れ

て
い

る
。

③
一

方
、

芦
田

川
に

は
、

魚
類

等
の

遡
上

を
阻

害
し

て
い

る
堰

な
ど

の
横

断
工

作
物

が
複

数
あ

り
、

魚
道

が
設

置
さ

れ
た

施
設

で
も

通
水

が
少

な
い

な
ど

、
魚

類
等

の
遡

上
環

境
が

悪
い

状
態

の
も

の
も

あ
る

。
④

芦
田

川
河

口
堰

で
は

、
複

数
の

魚
道

を
設

け
、

遡
上

環
境

の
改

善
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

今
後

も
、

中
上

流
部

に
お

い
て

遡
上

環
境

を
改

善
す

る
な

ど
の

整
備

に
努

め
る

。

①
芦
田
川
で
確
認
さ
れ
て
い
る
回
遊
魚
の
例

③
魚
類
等
の
遡
上
を
阻
害
し
て
い
る
横
断
工
作
物

④
魚

道
を
整

備
し
た
河

口
堰
の

遡
上
調

査
結
果 河
口
堰
魚
道
（
平
成
2
8
年
5
月

遡
上
調
査
結
果
）

・
魚

道
の

設
置

に
よ

り
、

シ
ラ

ス
ウ

ナ
ギ

、
ア

ユ
、

ヨ
シ

ノ
ボ

リ
類

な
ど

の
回

遊
魚

や
、

モ
ク

ズ
ガ

ニ
、

テ
ナ

ガ
エ

ビ
な

ど
の

回
遊

性
動

物
が

移
動

(遡
上

)し
て

い
る

。

落
差

の
大

き
い

横
断

工
作

物

芦
田

川
河

口
堰

の
魚

道

01
0

2
0

3
0

4
0

5
0

シ
ラ

ス

ウ
ナ

ギ

ア
ユ

ヨ
シ

ノ

ボ
リ

類

モ
ク

ズ

ガ
ニ

テ
ナ

ガ

エ
ビ

そ
の

他

平均遡上数(個体数/3hr)

2
7
9

通
水
の
少
な
い
魚
道

ア
ユ

ウ
ナ

ギ

ウ
ロ

ハ
ゼ

ト
ウ

ヨ
シ

ノ
ボ

リ

・
生

息
し

て
い

る
魚

た
ち

の
よ

り
よ

い
住

処
に

な
る

こ
と

が
、

芦
田

川
の

質
向

上
に

繋
が

る
と

思
う

。
（

30
代

女
性

）
・

芦
田

川
に

お
け

る
魚

道
整

備
に

つ
い

て
賛

同
し

ま
す

。
魚

が
住

め
る

自
然

豊
か

な
環

境
に

な
る

こ
と

を
望

み
ま

す
。

（
50

代
男

性
）

・
魚

道
を

も
っ

と
増

や
す

(川
の

両
サ

イ
ド

と
真

ん
中

等
)と

も
っ

と
魚

が
住

み
や

す
く

な
る

の
で

は
な

い
か

。
（

30
代

女
性

）

②
環
境
整
備
に
対
す
る
主
な
意
見
（
H
29
.8
月
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
）
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４
．
個
別
事
業
の
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み
（
②
芦
田
川
自
然
再
生
）

②
－

1
 芦

田
川

自
然

再
生

（
芦

田
川

河
口

堰
）

（
H

1
1

～
H

1
2

）
②

－
2

 芦
田

川
自

然
再

生
（

芦
田

川
中

上
流

部
）

（
計

画
中

）
整

備
目

的
：

落
差

が
大

き
い

堰
な

ど
に

魚
類

が
遡

上
で

き
る

整
備

を
行

い
、

芦
田

川
の

生
態

系
を

保
全

す
る

。
整

備
内

容
：

堰
な

ど
の

段
差

解
消

や
既

設
魚

道
の

有
効

活
用

等
事

業
進

捗
の

見
込

み
：

回
遊

魚
の

遡
上

環
境

の
改

善
に

対
す

る
地

元
住

民
か

ら
の

意
見

が
あ

り
、

今
後

事
業

を
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。

【
芦

田
川

自
然

再
生

（
芦

田
川

河
口

堰
）

の
効

果
】

・
魚

道
の

設
置

に
よ

り
、

シ
ラ

ス
ウ

ナ
ギ

、
ア

ユ
、

ヨ
シ

ノ
ボ

リ
類

な
ど

の
回

遊
魚

や
、

モ
ク

ズ
ガ

ニ
、

テ
ナ

ガ
エ

ビ
な

ど
の

回
遊

性
動

物
が

遡
上

し
て

い
る

【
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
】

【
ア
ユ
】

【
モ
ク
ズ
ガ
ニ
】

【
整

備
前

】
②

－
１
完

成

【
整

備
後

】

【
整

備
前

】
②

－
２
計

画
中

【
整

備
後

】

段
差

の
解
消

緩
や
か
な
石
積
み
を
設
け
る
こ
と
で

魚
が
の
ぼ
り
や
す
く
な
る

※
「
水

辺
の

小
わ
ざ
（
山
口

県
土
木

建
築
部

河
川
課

発
行
）
」
よ
り
引

用
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４
．
個
別
事
業
の
必

要
性
（
③
新
市
箇
所
水
辺
整
備
）

①
新

市
箇

所
は

、
市

街
地

に
隣

接
し

、
戸

手
高

校
・

保
育

園
な

ど
が

あ
る

。
地

域
の

要
望

に
よ

り
、

平
成

８
年

度
に

河
川

敷
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、

地
域

住
民

の
散

策
・

ス
ポ

ー
ツ

・
イ

ベ
ン

ト
等

で
利

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
水

辺
整

備
に

よ
り

利
用

者
の

利
便

性
・

安
全

性
の

向
上

に
よ

り
利

用
者

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
。

②
地

域
住

民
か

ら
、

河
川

敷
の

利
用

に
加

え
、

水
辺

に
近

づ
き

や
す

く
、

子
供

た
ち

が
安

全
に

水
辺

が
利

用
で

き
る

よ
う

水
辺

整
備

の
意

見
も

あ
る

。
③

今
後

も
、

地
域

住
民

が
主

体
と

な
り

、
日

常
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
の

交
流

の
場

と
し

て
利

用
を

促
進

す
る

。

③
日
常
管
理

・
河

川
敷

の
整

備
箇

所
に

つ
い

て
は

、
地

域
住

民
が

主
体

と
な

り
、

清
掃

活
動

や
花

壇
の

管
理

な
ど

の
日

常
管

理
を

行
っ

て
い

る
。

清
掃

等
の
日
常
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
河

川
敷

①
新

市
箇

所
の

利
用

状
況

散
策

等
で
の
利
用
状
況

イ
ベ
ン
ト

（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
）
の
開
催
状
況

ス
ポ

ー
ツ

で
の

利
用

状
況

②
新
市
箇
所
の
利
用
要
望
・
意
見
等

芦
田

川

新
市

整
備

箇
所

佐
賀
田
橋

広
島

県
立

戸
手

高
等

学
校

・
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

と
し

て
利

用
し

て
い

る
グ

ラ
ン

ド
を

川
側

に
拡

げ
て

も
ら

い
た

い
。

（
60

代
男

性
）

・
河

川
に

親
し

め
る

よ
う

親
水

護
岸

を
整

備
し

て
も

ら
い

た
い

。
（

60
代

男
性

）

・
水

辺
が

整
備

さ
れ

れ
ば

多
目

的
利

用
が

で
き

る
し

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
る

。
（

70
代

男
性

）

・
安

全
に

水
辺

が
利

用
で

き
れ

ば
、

子
供

の
利

用
活

動
の

広
が

り
、

環
境

学
習

な
ど

に
利

用
で

き
る

。
（

60
代

男
性

）
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４
．
個
別
事
業
の
整

備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み
（
③
新
市
箇
所
水
辺
整
備
）

③
新

市
箇

所
水

辺
整

備
（

計
画

中
）

整
備

目
的

：
水

辺
に

近
づ

き
や

す
く

、
安

全
に

水
辺

が
利

用
で

き
る

よ
う

、
護

岸
、

坂
路

等
の

整
備

を
行

う
。

整
備

内
容

：
護

岸
、

坂
路

等
事

業
進

捗
の

見
込

み
：

新
市

箇
所

の
水

辺
整

備
に

対
す

る
地

元
住

民
か

ら
の

要
望

が
あ

り
、

地
元

住
民

・
市

教
育

委
員

会
・

市
民

団
体

等
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

、
事

業
を

進
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

お
り

、
今

後
事

業
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。

【
整

備
前

】

【
整

備
後

】

芦
田

川

新
市

箇
所

整
備

箇
所

佐
賀
田
橋

広
島

県
立

戸
手

高
等

学
校

既
設
の
広
場

水
辺
利
用
の
向
上
（
環
境
学
習
な
ど
）

し
ん

い
ち

水
辺
に
近
づ
き
に
く
い

芦
田

川

樹
木
が
繁
茂
し
て
お
り
、
水
辺
に
近
づ
き
に
く
い

河
川
敷
に
は
既
設
の
広
場
が
あ
る
が
、
坂
路

や
階
段
が
無
く
、
水
辺
に
近
づ
き
に
く
い

整
備
イ
メ
ー
ジ
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４
．
個
別
事
業
の
必

要
性
（
④
千
代
田
箇
所
水
辺
整
備
）

①
千

代
田

箇
所

は
平

成
2

6
年

度
に

福
山

市
競

馬
場

跡
地

の
利

用
計

画
に

位
置

づ
け

さ
れ

て
い

る
総

合
体

育
館

と
隣

接
し

て
い

る
。

②
現

在
で

も
河

川
敷

で
、

花
火

大
会

や
消

防
の

出
初

式
な

ど
、

様
々

な
利

用
が

な
さ

れ
て

い
る

。
③

現
体

育
館

は
年

間
6

.5
万

人
が

利
用

し
て

お
り

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
な

ど
の

屋
外

ス
ポ

ー
ツ

の
ニ

ー
ズ

も
高

い
。

④
事

業
計

画
は

、
「

あ
し

だ
が

わ
利

活
用

推
進

委
員

会
」

で
検

討
し

て
お

り
、

整
備

後
も

地
域

住
民

等
と

協
働

で
維

持
管

理
に

努
め

る
。

①
競
馬
場
跡
地
活
用
の
イ
メ
ー
ジ

③
現
体
育
館
の
利
用
者
数
と
市
民
の
ニ
ー
ズ

建
替
え
に
際
し
、
整
備
・
充
実

し
て
ほ
し
い
体
育
施
設

出
典
：
福
山
市
営
競
馬
場
跡
地
利
活
用
基

本
計
画

（
H
2
7
.3
：

福
山
市

）

近
隣

施
設

と
の
連
携

土
地
利
用
イ

メ
ー

ジ

②
千

代
田

箇
所

の
利

用
状

況

芦
田
川
花

火
大
会
（

8
月

開
催
）

福
山
消
防

出
初
式
（

1
月

開
催
）

④
「
あ
し
だ
が

わ
利

活
用

推
進
委

員
会
」
の
開

催

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
要
望

が
高
い

「
千

代
田

地
区

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
」

策
定

に
あ

た
り

、
福

山
市

、
国

、
自

治
会

、
各

種
団

体
等

に
よ

る
「

あ
し

だ
が

わ
利

活
用

推
進

委
員

会
」

を
設

置
し

、
事

業
計

画
、

今
後

の
展

開
方

針
等

を
検

討
し

て
い

る
。

一
斉
清
掃

の
状
況

0

1020304050607080

H
21

H
2
2
H
23

H
2
4
H
25

H
2
6
H
27

年間利用者数(千人)

総
合
体
育

館
の
年

間
利
用

者
数

＜
ソ

フ
ト

施
策

の
今

後
の

展
望

＞

・
住

民
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

、
企

業
を

核
と

し
た

市
民

総
ぐ

る
み

の
「

芦
田

川
を

守
る

日
」

一
斉

清
掃

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

・
今

後
は

、
福

山
市

を
占

用
許

可
者

と
し

て
、

「
あ

し
だ

が
わ

利
活

用
推

進
委

員
会

」
に

よ
り

検
討

を
行

い
な

が
ら

、
民

間
事

業
者

と
連

携
し

て
河

川
空

間
の

活
用

を
図

る
。

（
建

替
え
前

）

出
典

：
福

山
市
営
競
馬
場
跡
地
利
活
用
基

本
構
想

（
H
2
6
.5
：
福
山
市
）
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【
総

合
体

育
館

・
公

園
の

整
備

イ
メ

ー
ジ

（
福

山
市

）
】

４
．
個
別
事
業
の
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み
（
④
千
代
田
箇
所
水
辺
整
備
）

④
千

代
田

箇
所

水
辺

整
備

（
計

画
中

）
整

備
目

的
：

安
全

に
ス

ポ
ー

ツ
等

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
河

川
管

理
用

通
路

や
高

水
敷

・
親

水
施

設
の

整
備

を
行

う
。

整
備

内
容

：
(国

)護
岸

、
高

水
敷

整
正

、
管

理
用

通
路

等
(市

)多
目

的
広

場
整

備
事

業
進

捗
の

見
込

み
：

福
山

市
が

登
録

予
定

の
「

千
代

田
地

区
か

わ
ま

ち
づ

く
り

」
に

基
づ

き
、

地
元

住
民

・
福

山
市

・
市

民
団

体
等

の
意

見
を

取
り

入
れ

な
が

ら
、

事
業

を
進

め
て

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
、

今
後

事
業

進
捗

す
る

上
で

支
障

は
な

い
。

【
整

備
前

】

【
整

備
後

】
整
備
イ
メ
ー
ジ

ち
よ

だ

堤
防

道
路

か
ら

ア
ク

セ
ス

で
き

る
場

所
が

少
な

い 水
面

に
ア

ク
セ

ス
し

に
く

い
護

岸

多
目

的
広

場

水
辺

を
利

用
で

き
る

ス
ロ

ー
プ

の
イ

メ
ー

ジ

整
備
イ
メ
ー
ジ
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５
．
費

用
便

益
分

析
結

果
（
総

括
表

）

金
額

単
位

：
百

万
円

項
目

再
評

価

事
業

全
体

残
事

業

水
環

境
自

然
再

生
水

辺
整

備
水

環
境

自
然

再
生

水
辺

整
備

便
益

（
B

）
2

2
,0

3
4

1
3

,3
2

6
2

,4
9

2
6

,2
1

6
9

,7
5

2
3

,1
4

7
3

8
9

6
,2

1
6

便
益

2
1

,9
8

8
1

3
,2

9
8

2
,4

9
0

6
,2

0
0

9
,7

1
7

3
,1

2
8

3
8

9
6

,2
0

0

残
存

価
値

4
6

2
7

3
1

6
3

6
1

9
1

1
6

費
用

（
C

）
4

,7
6

3
2

,7
7

8
1

,3
0

2
6

8
3

1
,3

1
4

5
4

8
8

3
6

8
3

事
業

費
4

,4
4

8
2

,6
1

7
1

,1
6

9
6

6
3

1
,2

2
9

4
9

1
7

5
6

6
3

維
持

管
理

費
3

1
5

1
6

1
1

3
3

2
1

8
5

5
7

8
2

1

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
4

.6
4

.8
1

.9
9

.1
7

.4
5

.7
4

.7
9

.1

芦
田

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業

■
全

体
事

業
：

事
業

期
間

（
Ｈ

1
1

～
Ｈ

3
8

）

【
水

環
境

】
①

-
1

芦
田

川
下

流
水

環
境

整
備

（
瀬

戸
川

合
流

部
植

生
浄

化
）

①
-
2

芦
田

川
下

流
水

環
境

整
備

（
芦

田
川

下
流

部
植

生
浄

化
）

⑤
曝

気
循

環
施

設
（

八
田

原
ダ

ム
貯

水
池

）

【
自

然
再

生
】

②
-
1

芦
田

川
自

然
再

生
（

芦
田

川
河

口
堰

）

②
-
2

芦
田

川
自

然
再

生
（

芦
田

川
中

上
流

部
）

【
水

辺
整

備
】

③
新

市
箇

所
水

辺
整

備
、

④
千

代
田

箇
所

水
辺

整
備

・
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

●
費

用
便

益
比

総
括

表

■
残

事
業

】
事

業
期

間
（

Ｈ
3

0
～

Ｈ
3

8
）

【
水

環
境

】
①

-
2

 芦
田

川
下

流
水

環
境

整
備

（
芦

田
川

下
流

部
植

生
浄

化
）

【
自

然
再

生
】

②
-
2

 芦
田

川
自

然
再

生
（

芦
田

川
中

上
流

部
）

【
水

辺
整

備
】

③
新

市
箇

所
水

辺
整

備
、

④
千

代
田

箇
所

水
辺

整
備

・
便

益
、

費
用

は
、

小
数

第
一

位
を

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
で

四
捨

五
入

し
て

い
る

。
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【
参
考

１
】

前
回
評
価

時
と
の
比
較

※
1
：

平
成

2
8
年

4
月

5
日

事
務

連
絡

「
費

用
便

益
分

析
の

費
用

算
定

に
お

け
る

消
費

税
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

（
通

知
）

」
に

基
づ

き
消

費
税

を
控

除

事
項

時
点

備
考

前
回

評
価

（
平

成
2

6
年

度
再

評
価

）
今

回
評

価
（

平
成

2
9

年
度

再
評

価
）

事
業

諸
元

及
び

事
業

期
間

【
水

環
境

】
・

芦
田

川
下

流
水

環
境

整
備

（
瀬

戸
川

合
流

部
植

生
浄

化
）

：
H

1
7

～
H

2
3

（
芦

田
川

下
流

部
植

生
浄

化
）

：
実

施
中

H
2

5
～

掘
削

工
、

植
生

浄
化

整
備

・
曝

気
循

環
施

設
（

八
田

原
ダ

ム
貯

水
池

）
：

完
了

箇
所

H
2

0
～

H
2

3
曝

気
施

設
整

備

【
水

環
境

】
・

芦
田

川
下

流
水

環
境

整
備

（
瀬

戸
川

合
流

部
植

生
浄

化
）

：
H

1
7

～
H

2
3

（
芦

田
川

下
流

部
植

生
浄

化
）

：
実

施
中

H
2

5
～

掘
削

工
、

植
生

浄
化

整
備

・
曝

気
循

環
施

設
（

八
田

原
ダ

ム
貯

水
池

）
：

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
H

2
0

～
H

2
3

  
曝

気
施

設
整

備

【
自

然
再

生
】

・
魚

類
等

の
遡

上
環

境
の

改
善

（
芦

田
川

河
口

堰
）

：
H

1
1

～
H

1
2

（
芦

田
川

中
上

流
部

）
：

計
画

中
堰

の
段

差
解

消
、

既
設

魚
道

の
有

効
活

用
等

【
自

然
再

生
】

・
芦

田
川

自
然

再
生

（
芦

田
川

河
口

堰
）

：
H

1
1

～
H

1
2

（
芦

田
川

中
上

流
部

）
：

計
画

中
堰

の
段

差
解

消
、

既
設

魚
道

の
有

効
活

用
等

【
水

辺
整

備
】

・
新

市
箇

所
水

辺
整

備
：

計
画

中
護

岸
、

坂
路

等

【
水

辺
整

備
】

・
新

市
箇

所
水

辺
整

備
：

計
画

中
護

岸
、

坂
路

等
・

千
代

田
箇

所
水

辺
整

備
：

計
画

中
（

国
）

護
岸

、
高

水
敷

整
正

、
管

理
用

通
路

等
（

市
）

多
目

的
広

場
整

備

千
代

田
箇

所
水

辺
整

備
を

追
加

全
体

事
業

費
約

3
1

.７
億

円

（
消

費
税

含
む

）

約
3

6
.3

億
円

（
消

費
税

含
む

）

総
便

益
（

Ｂ
）

約
1

5
3

.４
億

円
約

2
2

0
.3

億
円

新
市

箇
所

は
T

C
M

か
ら

C
V

M
に

手
法

を
変

更

総
費

用
（

Ｃ
）

約
3

9
.9

億
円

（
消

費
税

含
む

）

約
4

7
.6

億
円

（
※

1
：

消
費

税
控

除
）

費
用

便
益

比

（
Ｂ

/
Ｃ

）
3

.8
4

.6
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・
参

考
と

し
て

残
事

業
費

、
残

工
期

、
便

益
を

個
別

に
±

1
0

%
変

動
さ

せ
て

、
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
を

算
定

し
、

感
度

分
析

を
行

っ
た

。

＜
Ｂ

／
Ｃ

算
定

ケ
ー

ス
（

基
本

１
ケ

ー
ス

、
感

度
分

析
６

ケ
ー

ス
＞

【
参
考

２
】

感
度
分
析

（
再
評
価
）

基
本

残
事
業
費

残
工
期

便
益

+
1
0
%

-
1
0
%

+
1
0
%

-
1
0
%

+
1
0
%

-
1
0
%

全
体
事
業

費
用
便
益
比
(
B
/
C
)

4
.
6
 

4
.
5
 

4
.
7
 

4
.
5
 

4
.
7
 

5
.
1
 

4
.
2
 

残
事
業

費
用
便
益
比
(
B
/
C
)

7
.
4
 

6
.
8
 

8
.
2
 

7
.
3
 

7
.
5
 

8
.
2
 

6
.
7
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【
参
考
３
】

⑤
曝
気
循
環
施
設
（
八
田
原
貯
水
池
）
（
完
了
箇
所
）

・
曝

気
循

環
施

設
（

八
田

原
ダ

ム
貯

水
池

）
は

、
曝

気
循

環
装

置
2

基
追

加
導

入
（

4
基

運
用

→
６

基
運

用
）

し
た

平
成

2
2

年
度

以
前

と
以

降
の

水
質

状
況

を
比

較
す

る
と

、
2

基
追

加
導

入
後

は
、

夏
季

、
ク

ロ
ロ

フ
ィ

ル
a
が

減
少

し
、

p
H

も
環

境
基

準
6

.5
～

8
.5

を
概

ね
満

足
し

て
い

る
。

・
曝

気
循

環
装

置
２

基
追

加
導

入
に

よ
り

、
藍

藻
類

の
発

生
は

抑
制

さ
れ

、
ア

オ
コ

原
因

種
で

あ
る

藍
藻

類
（

ミ
ク

ロ
キ

ス
テ

ィ
ス

）
の

出
現

は
、

2
基

追
加

導
入

後
は

水
質

障
害

が
発

生
す

る
レ

ベ
ル

以
下

に
あ

る
。

【
整

備
前

】

【
整

備
後

】

【
課

題
】

・
平

成
1

5
年

度
よ

り
貯

水
池

内
全

体
に

ア
オ

コ
の

発
生

が
見

ら
れ

た
。

【
対

策
と

効
果

】
・

曝
気

循
環

装
置

を
追

加
導

入
し

、
貯

水
池

内
全

体
で

の
ア

オ
コ

の
発

生
が

抑
制

さ
れ

た
。

平
成
1
7
年

整
備
前
の
状
況
（
曝
気
施
設
：
４
基
設

置
時
）

平
成
2
0
年
7
月
の
ア
オ
コ
発
生
の
状
況

（
ス
カ
ム
状
に
な
り
腐
敗
臭
が
発
生
）

整
備
後
の
状
況
（
４
基
＋
２
基
追
加
導
入
後
）

平
成
2
6
年
7
月

位
置

図
⑤
曝
気
循
環
施
設

（
八
田
原
ダ
ム
貯
水
池
）

凡
例

:曝
気

循
環

装
置

(既
設

)

:曝
気

循
環

装
置

(追
加

導
入

)

追
加

導
入

曝
気
循
環
装
置

ら
ん
そ
う
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●
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
算

定
の

流
れ

【
参

考
４
】

費
用
便
益
分
析
（
算
定
方
法
）

C
V

M
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

）

総
便

益
【

B
】

調
査

範
囲

の
設

定
（

事
前

調
査

結
果

）

年
便

益
の

算
定

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

定

総
事

業
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【

B
/
C

】
の

算
定

総
費

用
【

C
】

【
水

環
境

】
①

-
1

芦
田

川
下

流
水

環
境

整
備

（
瀬

戸
川

合
流

部
植

生
浄

化
）

①
-
2

芦
田

川
下
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芦田川総合水系環境整備事業

〔広島県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

芦田川直轄河川改修事業 継続

芦田川総合水系環境整備事業 継続

小瀬川総合水系環境整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２９年１１月２０日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　守川　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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